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医療現場でのコミュニケーションスキルとして
有⽤なプロトコール（⼿順）の例

•がん医療におけるコミュニケーションとして開発されたもの
• SPIKES︓悪い知らせを伝える部分のスキル
• NURSE︓感情に対応するスキル
• 常に有⽤だが、すぐに安⼼させるためのものではない。

• REMAP:治療のゴールを決定するためのスキル
• ⽂字通り、ギアを変え新しい地図を開く話し合い



ステップ 例・ポイント
SET UP 
会話に備える

・話し合いに必要なものがすべてそろっているか確認する。
今⽇の話し合いに必要な情報/参加すべき⼈々/プライバシーの保たれる場所

PERCEPTION 
患者の理解を把握する

「あなたの病気について、今まで他の医師からどのようなこと を聞きましたか?」

INVITATION 
本題に⼊る前に 患者の
許可を得る

「これから前回の検査の結果をお話してもよろしいですか?」
・話し合いの流れを作る権限を患者に与える。

KNOWLEDGE 
簡単にわかりやすく伝
える

「肺癌が悪くなっていることがわかりました。もうこれ以上抗がん剤の治療は続けられません。」
・患者に理解してほしい最も重要な情報を短くわかりやすく話し、その意味を伝える。(Headline)
・専⾨⽤語は避ける。
・Headline を伝えたら、次の情報を話す前に⼀度話すのをやめる。

EMOTION 
患者の感情に対応する

「こんな話を聞いてつらいですよね。」
・患者の最初の反応は、感情であると⼼積もりをしておく。
・感情をはっきりと認識する。
・NURSE(感情に対応するスキル)を使う

SUMMARIZE 
話し合った内容や今後
の⽅針をまとめる

「これからどうするかに関してお話してもよろしいですか?」
・患者の⼼配していることを否定したり、「すべて⼤丈夫ですよ」と⾔ったりしない。

SPIKES 悪い知らせを伝える場合の⾯談ロードマップ



ステップ 例・ポイント
NAME 
感情を⾔葉で⽰す 「こんな話を聞いて驚かれましたよね。」

⼀般的に、情を⾔葉で⽰すこ と
によって、患者さんの緊張感 を
和らげる。

UNDERSTAND 
理解を⽰す 「想像することも出来ないほど⼤変なのでしょ

うね。」

すべてを理解しているような⾔
い⽅は避ける (実際、理解してい
ないから) 

RESPECT 
敬意を⽰す

「⼤変な治療を頑張って続けてこられましたよ
ね。」 称賛することもここに⼊る。

SUPPORT 
⽀持を⽰す 「医師として出来る限りのことをします。」 このような⾔葉は、患者にとっ

て⼤きな⽀えになります。

EXPLORE
さらに掘り下げて聴く 「もう少し詳しく話してもらえますか?」

本⼈の⾔った⾔葉について尋ね
ることで、その⾔葉の裏に隠れ
ている本⼈の真意を探る。

NURSE 感情に対応するスキル



REMAP:治療のゴールを決定するためのスキル
• REMAP:治療のゴールを決定するためのスキル
• ⽂字通り、ギアを変え新しい地図を開く話し合い
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ステップ 例・ポイント
REFRAME 
状況の変化を伝える

「お話ししなければいけないことがあります。」 「状態が変わってしまいました。」
「これ以上治療を続けることは危険かもしれません。」

EXPECT EMOTION 
感情に対応する

「本当にお⺟さまのことを⼤事に思われているのですね。」
NURSE(感情に対応するスキル)を使う

MAP OUT 
重要な価値観を掘り
下げる

「今後の治療の話をしてもいいですか?」 「今お話したことを聞いて... 
...⼀番気がかりなことは何ですか?」
...今後のケアに関して、⼀番⼤切なことは何ですか?」 「他にはありませんか?」
家族に話している場合 「もしお⽗さんがこの話を聞いてご⾃⾝の状況を理解したら、
なんて⾔うと思いますか?」

ALIGN （照準を定め
る）価値観に基づい
た治療ゴールの設定

「今お話を伺っていて...」 「とにかく痛みをコントロールして、出来るだけ苦しまな
い ようにすることが、⼀番⼤切なのですね。」
患者の価値観を反映する

PLAN 
具体的な治療計画を
たてる

「⼈⼯呼吸器は使わずに、苦痛を取り除く治療に集中しまし ょう」

REMAP 治療ゴール決定のロードマップ


